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群馬、栃木、茨城、埼玉、干葉、東京の6都県を舞台とする怒涛の住民訴訟で

私たちは多<の虚偽を暴き、真実を明らかにしてきました。
ノヽッ場ダム住民訴訟弁護団、ノヽッ場ダムをストップさせる市民連絡会は、

このたび、 200ペ ージの
『裁判報告 八ッ場ダム・思川開発・湯西川ダム 6都県住民 11年の問い』
にその成果を余すところな<ま とめ、 9月 24日発刊の予定です。
各都県ごとの裁判の要点、裁判で明らかにしてきたダム事業の問題点を

網羅し、裁判所内外の関連する動きも追つています。

各都県のストップさせる会の活動報告、今後の課題、

カラー□絵の写真やイラストからは、各地の市民が元気に多面的に

活動を展開してきたこと、これからも続けてい<ことがわかります。
弁護土、原告、証人、意見書のリスト、年表など資料も充実しています。

自費出版で 1000部 、二冊 1000円 (実費 )、
送料は当面、一冊につき 120円 です。

貴重な記録としてお手にとってお読み<ださるようお願いします。
お届けは 10月 以降になります。
2016年 9月

ノヽッ場ダムをス トップさせる市民連絡会

(ハ ッ場ダム等裁判報告編集委員会)

郵便振替□座 :O0120-8-629740ノ ツヽ場ダムをス トップさせる東京の会
連絡先  東京の会・田中清子 丁el:042-467-2861 Fax:042-467-2951

深澤洋子 bbiaga@icomoh6me.ne.ip

今回事務局だよりに同封する振込用紙を使つて年会費を納入される栃木

の会会員にはすべて報告書を 1冊送付します。ご不要の方はその旨記載

してください。会員ではないが報告書はほしいという方は、 1冊につき

報告書代金 1000円 +送料 120円 を合わせて振込んでください。
報告書は東京の会からの発送となります。注文期限は一応 3月 末までと

します。それ以後は栃木の会事務局あてにご連絡をお願いします。



ムダなダムをストップさせる栃本の会

事務局長 高橋比呂志

『裁判報告 ノヽッ場ダム・思川開発・湯西川ダム 6都県住民 11年の問い』が 9月 24日
に発刊されます。その編集作業に校正担当として関わつた感想を記します。

どういうレベルの報告書 を作るのかについての合意がなか つた

今年 1月から開かれた編集会議では、今後のダム裁判の参考にもなる報告書にする、という

合意はあったと思いますが、委員の思いは様長で、ビジネスじゃないんだから製品の品質の間

題は執筆者個人の感性や能力に委ねるべきと考える委員もいました。校正担当 (強制的な権限

が与えられたわけではない)となつた私も葛藤はあつたのですが、誤字脱字だけをチェックす

るつもりでした。原稿の執筆陣は言葉を飯の種にしてきた人がほとんどで、その人たちが

100%の 自信を持つて書いた文章の一字一旬には意味と思いが込められており、合意の上で手

直しをしてもらうことは困難だからです。

ところが嶋津さんが、反ダム闘争の手ヨ1書となるようなもの、後世に恥じないものに、とい

う意気込みで次反と加筆したのを見て、「ベストを目指す必要はない」という姿勢を 6月時点
で変える必要を感じました。そうなれば、全体的な論理的整合性、過不足がないか、誤解され

ないか、予備知識ゼロの人にも分かりやすいか、等の観点からのチェックも必要となりますが、

ベストを目指して努力すればするほど恨みを買う構図になり、私からの修正案の提示が「やり

すぎだ」とのお叱りを受けることになりました。家族からは、家事をやらない、新間がたまる、

と苦情が出て、踏んだり蹴つたりでした。

表記の基準が最後まで決まらなか つた

そもそも原稿の締め切りは、遅<も 5月 までとしたのですが、原稿がそろったのは 8月だつ

たので、校正は出遅れました。4月の編集会議では、表記のルールは、「です・ます調」、数字

は半角、年号は西暦を原貝Jと し、特に必要があれば元号を使うこと<らいしか決めませんでし

た。その後、送り仮名等の表記を統一することになつたのですが、公用文準拠にするか、新聞

記事準拠にするかを編集委員に訴訟用 MLで具体例も挙げて聞いてもほとんど反応はな <、 具
体的な基準は最終段階まで決まらず、25万字をパソコン画面で一気読みするはめになり、そ
の後 2日 間は目が疲れて新聞も読めませんでした。結局、/Ak用文と新聞記事がチャンポンとい

う恥ずかしい仕上がりになつてしまいました。

世の中に発信される情報は、マスコミが流すものがほとんどのため、執筆者は新間の表記こ

そが正しいと思い、/At用文表記に修正されると、「違和感」を通り越して「誤り」とさえ感じる

のだと思います。『新聞用語集』を持つていない私が校正担当になったことを心底後悔しました。

元号の扱いに一苦労

政府のやることに反対する人たちは、元号を使わないヘンな人たちだとネ トウヨさんは言い

ますが、そんなことはありません。準備書面が元号併記だったせいか、主に弁護主さんの原稿

に元号が多<ありました。元号とは「国政に関する権能を有しない」(憲法 4条 1頂)はずの
2



天皇が国民の時間を支配する制度であり、国民主権に反します。国民に使用義務はな <、 報告

書で使う理由はありません。執筆者が元号を使う理由は、①習慣になつている、②ピンと<る、

③天皇 (制 )が好き、④「年代」とする場合には特別の意味がある、⑤ヨ1用する場合は仕方が

ない、⑥どこかの訴訟でヨ1用するときに便利、だと思いますが、いずれも主権在民よりも大き

な価値があるとは思えません。「日召不□60年代」は「 1985年から 94年までの間」とすれば
いいし、新聞は引用においても元号を西暦に置き換えていますから、害」り切り方の問題です。

元号問題を徹底討論しようと MLで提案しましたが、反応はありませんでした。最終的に、ほ

とんどの元号表記を削除できただけでも大きな成果ですが、一部残つていることが残念です。

常用漢字 についての共通理解がなか つた

漢字の多用 0乱用が国民の負担になつているという指摘は 1860年代からあり、1923年
に指定された常用漢字は使用制限を目的としましたが、現在の常用漢字 (2136字 )について

内閣訓令には「法令9公用文書9新聞9雑誌9放送など9-般 の社会生活において,現代の国
語を書き表す場合の漢字使用の目安を示す」としか書かれていませんが、その目的は、世の中

には義務教育しか受けていない人もいるのだから、そういう人たちが広報や報道の意味を正し

<理解できないために社会生活を営むことができず、政治参加もできないようでは困るので、

自主規制をしてほしいということだと思われ、この目的を理解してしまうと、無視できない制

度です。

執筆者には、常用漢字外の漢字を使う人もいれば、逆に常用漢字でさえ仮名で書<人もいま

した。結局、漢字は新間程度には使つてもらいました。常用漢字外の漢字にはルビを振ること

にしましたが、当初、仮名表記に直したものも残つています。

おわ りに

文献としての完成度や校正の基準に関する議論もな <、 常用漢字や元号や引用の仕方という

表記の重要問題について共通理解もないまま編集が進んだために、校正が付け焼刃的になった

ことが悔やまれます。ただし、編集に関わつたことは、苦労ばかりではありませんでした。勘

違いして修正していたことに気付いたこともあり、貴重な経験になりました。

報告書は、「し<じり」を含めた総括を経ていないため、行政同様に無謬主義的な響きもあり

ますが、関係各位の徹夜の努力により発刊にこぎつけ、国主交通省のマジックの種明かしと各

地の元気を伝えることには成功したと思います。言うまでもな <、 一番苦労したのは総監督役

の嶋津さんです。発刊をお楽しみに。

ガ慶ボガ τ
゛
した ノ /

`ダ
なタンをπトッアす″働続μ形■ 絡書報告

とりあえず 1年間は活動を継続することに

6月 30日 (本)16時から栃木県弁護主会館で、 2016年 度ムダなダムをス トップさせる

栃本の会の総会が開かれた。最高裁が上告棄却 したのは 2015年 9月 。それ以降の活動とし

ては、 12月 の住民訴訟 10周年報告集会 (東京 )、 2月 6日 の栃本市における緊急 !!市民集

会～マズ<て高い水はごめんだ～開催があつた。 ≪次ベージヘ続 <≫
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大木副代表から、「訴訟は終わつたが、2月の栃本市での集会を受けて栃本市民が水道水に関

する活動を始め、 4月 30日 に栃本市内で市民集会「思川開発事業と栃本市の水道水」を開催し

たこと、下野市でも7月 31日 に初めての集会が予定されているので、ムダなダムをストップさ

せる栃本の会もここで解散はせず、当面活動を継続してはどうか」と提案があつた。代表の高

橋弁護士からも、活動は継続した方がよいのではないか、と発言があつた。結局今後は、各地

の運動に積極的に関わることは無理でも、とりあえず 1年間は会を継続して様子を見、協力で

きるところは協力してい<こ と、 1年間は会費も集める、という結論になつた。ヨ|き続き、会

計報告が承認された。     ムダなダムをストジプさせる栃木の会
2015年 度会計報告

'  (2015年 4月 1日 ～ 2016年 3月 31日 )
【収入の部】

科   目 金  額(円 ) 考備

会費

現金

振込み

カンパ

参加費

前年より繰り越し

26, 000
99, 000
2, 000
2, 046
55, 999

8件

27件
2件

南摩ダム建設予定地観察会・ 2回分残金

現金と振込口座の合計  _____一 一
合  計 185,045

【支出の部】

収入合計

支出合計

収支差額

次年度へ繰り越し

185,045円
94,149円
90,896円

(内現金 : 66,

以上の通り会計報告します

0,896円
954円 、振込口座 : 23,942円 )

代表 高橋信正
会計 葛谷理子

ムダなダムをス トップさせる栃本の会

〃

2015年 度会計監査報告

所定の書類の提出を求め、収支計算につき監査した結果、帳簿、証拠書類、預
金通帳等すべて

適正に処理されていると認めます。

科   目 金  額(円 ) 考備

旅費

裁判関係

事務用品費

印刷費

通信費

振込手数料

負担金

カンパ

会場使用料

0

2, 989
1, 900
23, 758
3, 802
5, 000
56, 700

0

弁護団会議 (東京)出席のための旅費 (弁

護士・会員)

紙代、封筒等

事務局だより4回分印刷原紙代

事務局だより4回・集会チラシ 1回分送料

会費振込手数料、振込用紙印字サービス料

八ッ場ダム住民集会分担金

栃本市集会経費の不足分としてカンパ

計〈
ロ

94, 1 49

2016年  々 月 グ 日
ル  t」 「 に



2016年 (平成28年)8月 30日 (火曜園)
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南摩ダム      τ

ダム本体工事が始まろうとしている南摩

南摩のシンボルツリー・ヤマすシはどうなつているでしょうか

南摩ダム建設予定地で野鳥、川虫等の観察をします

日 時 :10月 22日 (土)9:OO～  13:OO
集合場所 :鹿沼市上南摩・室瀬バス停付近

持ち物 :昼食、飲み物、観察用具適宣

参加費 :100円
共  催 :日 本野鳥の会栃木・ムダなダムをストップさせる栃木の会

思川開発事業を考える流域の会・水環境条例制定ネットワーク

観察会の会場は、ダムの底に沈むために立ち退きを余儀な <された
かつての粟沢集落の人長の生活の場で した

ダムに沈む県道の付け替え工事のための工事用道路を歩きます

また、昨年 9月 の集中豪雨の影響で
林道には大きな穴があいたり、主砂で埋まったりしているところがあります

<れぐれも安全第一でご参加 <ださい
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な
か

っ
た
。た
だ
パ

プ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
に
丁

事
に
回
答
す
べ
き
だ
」
な
ど
の

意
見
が
出
た
と
い
う
。

整
備
局
は
６
月
、
事
業
に
関

わ
る
５
都
県
の
首
長
ら
で
つ
く

る

「検
討
の
場
」
に
事
業
継
続

彗

与

曇

奢

Ｔ

、

支
持
を
得
て
い
た
．

監
源
基
重
量
〓
は
公
共
事
業
の

効
率
化
、
実
施
過
程
の
透
明
化

を
図
る
た
め
、
学
識
経
験
者
ら

で
構
成
。
こ
の
日
は
思
川
開
発

事
業
の
ほ
か
、
荒
川
河
川
改
修

な
ど
５
事
業
に
つ
い
て
審
議
し

た
。

日のムダなダムをストップさせる栃木

した。また、裁判報告書の作成費とし

 ヽムダなダムをストップさせる栃本の会
 ゞ 事務局 :鹿沼市貝島町472-7
)  丁 EL:0289-63-1571   

‐

FAX:0289-63-1571
年会費 :3,000円

垂β便振替□座 :00140-1-500609

だツ ′Z2列彫 ′
3～ 4ページに報告 した とお り、 6月 30
の会総会で、当面の活動の継続が決定 されま

て栃木の会か らも 10万 円を拠 出 しま した
ので、会計は底 をついています。今回、振

込用紙 を同封 させていただきま したので、

2016年 度の会費納入 をどうかよろ しく
お願い します。解散時にもし残金があれば、

残金の使い道 は栃木市・ 下野市で新たに活

動を始めた会に託す案がでています。
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